
中山町誕生
（昭和２９年）

今から35年前…

タイムスリ
ップなかやま

Vol.14

中山町誕生２５周年記念
町民憲章、町の花・木制定

（昭和54年）

中山町誕生
（昭和２９年）

今から3０年前…

中山町誕生３０周年記念
町民歌制定

（昭和5９年）

すもものしずくちゃん
案内人

すもものしずくちゃんの
詳細はフェイスブックで

　
町
民
歌
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
歌
詞
や
楽
譜
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
歌
入
り
と
伴
奏
だ
け
の
も
の
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
山
町
を
象
徴
す
る
と
っ
て

も
い
い
歌
な
の
で
、
ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
町
民
歌

を
流
し
て
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
も
も
。

町 議 会 だ よ り
　平成２６年６月町議会定例会は、６月４日から６日までの日程で開かれ、次の内容について審議され
ました。

　平成２５年度中山町一般会計補正予算（第８号）についての専決処分が承認されました。これにより、
歳入歳出それぞれ６，４４８万円を追加し、予算の総額は６６億５，７４７万円となりました。

　平成２６年度中山町一般会計補正予算（第１号）についての議案が原案のとおり可決されました。こ
れにより、歳入歳出それぞれ７，０４８万円を追加し、予算の総額は４７億７４８万円となりました。

　中山町町税条例の一部を改正する条例の制定についておよび中山町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定についての専決処分が承認されました。

　任期満了に伴い、齋藤榮子氏を人権擁護委員として引き続き法務大臣に推薦することについて同意
を得ました。

　平成２５年度繰越中山町学校給食共同調理場改築工事請負契約の締結について原案のとおり可決され
ました。

１．前年度分の一般会計補正予算（第８号）

２ ．一般会計補正予算（第１号）

３ ．条例の改正

４ ．人権擁護委員の推薦に同意

５ ．契約の締結

　
　

向
新
田
町
内
会
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
１
３
０
万
円
の
内
容
、
補
助

率
は
。

　
　

宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を
受
け

て
助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
内
会
の

備
品
購
入
に
対
す
る
１
０
０
％
の
助
成

で
す
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
町
内
会
の
施
設
の
物
を
購
入
す

る
場
合
は
１
０
０
％
助
成
に
な
る
と
い

う
考
え
方
で
よ
い
か
。

　
　

助
成
金
の
予
算
割
当
に
よ
り
ま

す
。
な
お
、
毎
年
度
の
区
長
連
絡
協
議

会
総
会
等
に
お
い
て
、
次
年
度
に
お
け

る
事
業
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
手

を
挙
げ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
向
新
田
町
内
会
の
場
合
は
、
採
択

ま
で
２
年
間
を
要
し
ま
し
た
。

　
　
町
誕
生
６０
周
年
記
念
事
業
で
あ
る

町
報
縮
刷
版
の
頒
布
の
内
容
は
。

　
　
５０
周
年
の
際
に
は
財
政
事
情
に
よ

り
作
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
度
は
平
成
６
年
１１
月
か
ら
平
成
１７
年

１０
月
ま
で
の
１０
年
間
分
と
、
平
成
１７
年

１１
月
か
ら
平
成
２６
年
１０
月
ま
で
の
１０
年

間
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
冊
に
縮
刷
し
て

希
望
者
に
販
売
す
る
も
の
で
す
。
代
金

は
各
巻
と
も
税
込
５
４
０
０
円
と
し

て
、
事
前
に
購
入
の
予
約
を
取
り
た
い

と
考
え
て
お
り
、
各
巻
と
も
５０
冊
程
度

の
頒
布
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
町
誕
生
６０
周
年
の
記
念
と
し
て
、

全
町
民
が
参
加
す
る
催
し
や
、
全
町
民

に
何
か
配
布
す
る
な
ど
の
慶
事
は
予
定

し
て
い
る
か
。

　
　

１０
月
１９
日
に
「
６０
周
年
記
念
式

典
」
を
計
画
し
て
お
り
、「
健
康
と
福

祉
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
同
日
に
中

央
公
民
館
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
記
念
式
典
は
午
前
中
に
開
催
し
、
記

念
表
彰
及
び
町
指
定
文
化
財
の
郷
土
芸

能
の
披
露
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
健

康
と
福
祉
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
主
に

午
後
か
ら
の
開
催
で
、
例
年
ど
お
り
講

演
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
午

前
中
に
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
テ
レ

ビ
で
お
馴
染
み
の
講
師
を
招
き
「
ラ
ジ

オ
体
操
DE
健
康
タ
ウ
ン
」
を
開
催
し
、

１
つ
の
目
玉
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
に
は
、
他
県

の
２
団
体
を
招
き
ご
当
地
の
芋
煮
等
を

振
る
舞
う
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容

と
多
く
の
人
を
集
め
る
た
め
の
企
画
は
。

　
　
日
本
三
大
芋
煮
で
あ
る
愛
媛
県
大

洲
市
、
島
根
県
津
和
野
町
及
び
中
山
町

の
芋
煮
や
芋
炊
き
を
、
４
０
０
食
振
る

　
中
山
町
の
町
民
憲
章
、
町
の
花
・
木
は

今
か
ら
３５
年
前
、
中
山
町
誕
生
２５
周
年
を

記
念
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
定
に
あ
た
っ
て
は
町
内
各
種
団
体
の

代
表
者
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
、
公
募

に
よ
る
町
民
の
あ
わ
せ
て
４４
人
で
組
織
す

る
「
町
民
憲
章
及
び
町
の
花
・
木
制
定
会

議
」
で
審
議
さ
れ
、
そ
の
後
、
広
報
紙
に

原
案
を
示
し
、
折
り
込
み
の
ハ
ガ
キ
に
よ

　
中
山
町
の
町
民
歌
は
今
か
ら
３０
年
前
、
中
山
町
誕

生
３０
周
年
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
歌
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
記
念
事
業
推
進
委

員
会
を
設
置
し
、
調
査
、
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
中

山
町
に
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
作
詞
・
作
曲
家
の
服
部
公

一
氏
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
歌
は
町
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
的
確
に
表

現
し
た
詞
と
、
明
る
く
町
民
に
親
し
ま
れ
や
す
い
曲

調
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

り
憲
章
案
に
対
す
る

意
見
を
募
る
と
と
も

に
、
町
の
花
・
木
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
候
補
２
つ
か
ら
１

つ
を
選
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
も
と

に
委
員
会
で
は
最
終

案
を
ま
と
め
、
町
議

会
へ
提
出
し
、
議
会

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た

中
山
町
誕
生
２５
周
年

記
念
式
典
の
な
か
で

町
民
憲
章
・
町
の
花

「
ひ
ま
わ
り
」・
町
の

木
「
イ
チ
ョ
ウ
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
会
の
議
決

を
受
け
正
式
に
制
定
さ
れ
、

３０
周
年
記
念
式
典
で
は
中

山
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や

長
崎
小
金
管
バ
ン
ド
が
合

唱
や
演
奏
を
披
露
。
会
場

か
ら
は
感
動
の
万
雷
の
拍

手
が
送
ら
れ
、
町
民
み
ん

な
で
町
民
歌
の
制
定
を
喜

び
あ
い
ま
し
た
。

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
１
号
）

質
疑
応
答

7 26.7.15 26.7.15 6
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